


  Japan Handball Association

年 月 日 （ 月 ）
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11 15 25 8 10 28 46 30 10
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2 8 22 18
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No. Ｇ W 2' D DR 6 ○ 10 24 49

1 10 11 26 11

2 c 8 26 53 16 2
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5 8 28 40 T
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8 後　 半

10 5 01 33 18 2
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15 10 16 04 19
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7 18 09 39

11 08 20 5
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20 23 24 2

記録用紙

ランニングスコア

試合

番号
北条‐男３８

年月日 2022 8 1

大会名 令和４年度全国高等学校総合体育大会ハンドボール競技大会　高松宮記念杯 第72回全日本高等学校ハンドボール選手権大会

会場名 北条ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ体育館

府立洛北高等学校 30 駿台甲府高等学校 男子 3回戦

Ｂ A Ｂ

時間時間

26
13 17

13 A

府立洛北

13

7mTC

府立洛北

中島　紫央

鬼頭　奏

今井　文哉

佐藤　明人

林　航琉

松岡　凌汰

堀尾　倖佑

高梨　輝来

工藤　優斗

久保田　太門

ＭＯ 平井　徳尚

(公財)日本ハンドボール協会  　

監督A 八田　政史

役員B 八田　政久

宮下　幹司

Ref 河合　威廷 臼井　健

松井　佑翔 芝　　高徳

米田　昇平

藤田　紳慈

山内　佑斗

高梨　来夢

監督A 佐久間　良幸

役員B 伊藤　正

役員C 清水　幸葉

駿台甲府

市川　俊喜

金子　眞虎

河田　優弥

窪田　晴天

清水　翔悟

宮坂　香太朗

山本　琉輝

和形　大翔

内田　蓮

堀川　陸

役員C

ＴＤ

古澤　宙大

尾石　洋太郎

関根　脩

青砥　直輝



31 36

小 計

第２延⾧後半

13

第１延⾧後半
第２延⾧前半

７mTC

小 計 得点合計

30
後  半 13

試 合 北条 ー 男 38
番 号

駿台甲府高等学校（山梨）

令和4年度全国高等学校総合体育大会ハンドボール競技大会

（ 月 ） 会  場

高松宮記念杯第73回全日本高等学校ハンドボール選手権大会

試 合 結 果 ・ 戦 評 報 告 書
競技日 2022 年 8 月 北条スポーツセンター体育館

得点合計

13 前  半 17

1 日

種  別 男子
チーム名

府立洛北高等学校（京都）

26 第１延⾧前半

回  戦 ３回戦
チーム名

戦        評

 先手をとったのは洛北。⑤佐藤の連続得点で勢いにのる。負けじと駿台甲府も⑩
内田、④窪田で点をとり、2対2の同点とする。その後、抜け出したのは駿台甲府。
⑬古澤のカットイン、②金子の速攻などで10対6とリードする。流れを断ちたい洛
北は、チームタイムアウトを要求後、⑥林のカットインで1点を取り返す。すぐさ
ま、駿台甲府も⑤清水の速攻などで2連取し、お互いに点の取り合いが続く。中盤
のリードを守った駿台甲府が17対13で前半を折り返す。
 後半追い上げたい洛北は、⑯米田の好セーブから⑩高梨のロングシュート、⑲高
梨、⑦松岡がサイドシュートを決め、1点差に詰め寄る。流れを掴みかけた洛北
だったが、駿台甲府はGKを⑯関根に。それが功を奏し、流れは駿台甲府に。⑯GK
関根が好セーブを連発し、チームに勢いをつけ、⑤清水が再三パスカットを狙い、
一気に4連取。23対19の4点差に。離されたくない洛北も華麗なスカイシュートな
どで1点差に縮める。離しても追いつかれ苦しい時間が続いたが、最後まで足を動
かし相手の思い通りに攻撃をさせなかった駿台甲府が、30対26で準々決勝へ駒を進
めた。

記載者氏名 月原 佑季子
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